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【目指すべき本町の将来像】

未来づくり事業木質燃料の生産ドローンの活用みなみおぐにの味市原獅子舞・中原楽□町外・国外から本町及びその地域資源等への注目度が高まっている

□本町への移住者や移住希望者が増えている

□町外で本町のために活動する人や企業が増えている

□再生可能エネルギーの産出・活用が進んでいる

□木材がより有効に活用されている

□子供達が地域ならではの体験等を通してのびのびと学んでいる

□みんなが夢を持ち、語りあい、互いに挑戦を応援しあっている

□便利で強靭なインフラや生活環境の整備が進んでいる

□災害から生命・生活を守れる体制が築かれている

【本町の現状・課題】

□人々が交流する機会や場所が増えている

□思いやりと福祉の充実により町民生活の負担が軽減されている

□乱開発を防ぎ、自然豊かな姿を保っている

□若い世代に伝統文化や本町らしさの伝承が進んでいる

□農業や林業に関わる人が増えている

・町内総生産に占める割合が最大なのは観光関連産業(44％)で、その更なる成長に向けた課題は、
　観光客の滞在時間・消費額の増大
・農林業は町内総生産に占める割合は高くないものの、町民生活との密接な関係、今後のバイオマス
　燃料の需要拡大見込み等からも重要な産業
・地域経済活性化のため町外への依存度の高い産業分野における起業や町内事業者による供給強化の
　促進が必要
・産業全般で人手不足が深刻であり、外部からのマンパワー取り込み、先進技術の活用による業務
　効率化が重要2050年の将来像

南小国町共有ビジョン 2030年（本計画満了時）の将来像

経
済
面

第４次南小国町総合計画　２０２０-２０２９年度　概要版

　町では、本年3月に新たな総合計画を策定し、本年4月から同計画による取組みを開始しました。
　この計画は、様々な課題がある中で、限られた経営資源を最大限有効に活用して、目指すべき将来像の実現に向
けて、町として必要な取組みを着実に推進していくことを目的として策定しています。
　計画策定に当たっては、町民の皆様に策定委員、ワークショップへの参加、買物と暮らしに関するアンケート調
査への回答等様々な形で御協力いただきました。この場を借りて、心から御礼申し上げます。
　今回は、この計画の概要（おおまかな内容）をお知らせします。(計画の詳細(買物と暮らしに関するアンケート
調査結果を含む。)は、町ホームページに掲載していますので、よろしければ、ご覧ください。)

・自然・景観の破壊につながるような開発や買収が日本各地で問題になっており、実効性のある対策の
　構築が課題
・平成20年度以降CO2排出削減に取り組んできた成果は出てきている(10年間で10%超削減)
・町民生活の中で環境に配慮した行動が実践されている部分もある（排水に油を流さない等）が、配慮が
　不十分な部分もある（プラごみの発生予防等）
・SDGs等世界的な環境保護に貢献するため、再生可能エネルギー、省エネに関する更なる取組みが必要

環
境
面

・調査結果では7割超の人が本町を住みやすいと感じている一方、高齢者・障がい者にとって暮らしやすい
　との回答は、それぞれ4割弱・3割弱となっており、こうした方々への対策が課題
・防災・減災対策も更なる充実が求められており、計画的に進めることが必要

社
会
面

【人口ビジョン】　2015年10月策定

【共有ビジョン・SDGｓの実現につながる取組事例】
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◇
◇
町民、役場職員の啓発による省エネ活動の拡大
家庭への省エネ関連設備・機器等の導入促進

◇

◇

本町に適した再生可能エネルギーの導入に向けた
調査・研究⇒ロードマップを作成
ロードマップに基づき導入推進

◇ 農林業、観光業関連商品のプロモーション等 ◇

◇

地産地消につながる地場産品の地域内への情報発
信や町民ニーズにマッチした起業の促進
地域資源を有効活用したエネルギー産出

施策(20) 省エネの推進・促進

施策(18) 木質バイオマスの活用推進 施策(19) 新たな再生可能エネルギーの導入推進

施策(8) 戦略的な外商の推進 施策(9) 地域経済におけるお金の循環を高める

◇

◇

温泉館きよらに導入する木質チップボイラの運用
データを活用した木質燃料導入効果等のPR
補助金等による木質バイオマス施設の町内事業所
等への導入拡大

施策(6)
"ウィン・ウィン"な関係でつながる連携や協
働の推進

施策(7) 新しい人の流れをつくる

戦略6
木質バイオマスの活用や小水力発電等の再生可能エネルギーの導入、省エネ及びＣＯ２削減に
つながる動きを促進していく。

◇

◇

町民の安全・安心の確保や経営資源の効率的な活
用につながるような他自治体との連携を推進
新たな仕事や価値の創出、課題解決につながる協
働を促進

◇

◇

移住前の相談から移住後の定着支援まで一貫した
サポート体制を構築
賃貸住宅の建設促進や空き家バンクの運用を通じ
て移住者向け住環境を向上

ＩＣＴ・ＩｏＴ技術の導入

◇ 町民生活に関する情報発信や相談支援等役場の基
本的機能を向上

基本目標2 新しい人・資金の流れと連携・協働の一層の促進により地域の活力を高める

戦略3 つながりが生まれ育つ環境を整備し、新たな人やお金の流れを地域の維持・発展の原動力に

施策(16) 防災・減災体制の強化

◇
◇
◇

学習用コンピュ-タ-導入を進め教育ICT環境を向上
故郷を愛する心を育成する教育を展開
老朽化が進む学校関連施設の改築・更新

◇ 起業等希望者への補助金やSMOと連携した、関係
者とのマッチング、事業計画の磨き上げ支援、未来
づくり拠点MOGの運営等の支援メニュー提供により
地域内における起業・新事業展開を促進

◇

◇

中湯田・赤迫線(瓜上・矢田原線)をはじめとする7路
線の道路改良
水道・下水道の基幹管路の耐震化、長寿命化

◇

◇
◇

ICT等先進技術を本町に適した形で導入するための
調査・研究⇒ロードマップを作成
ロードマップに基づき導入推進
ドローンの利活用促進

施策(17) 情報発信・相談支援体制の充実

◇ 国土強靭化地域計画に基づき地域社会や行政機能
を強靭化

◇

◇

自動車の運転ができない高齢者や障がい者のタク
シー利用費の助成
移動販売を継続しながら、より良い買物支援制度を
検討

施策(4) のびのびと学べる環境の整備 施策(5) 新たな挑戦を育てる

施策(14) 生活を支えるインフラの整備及び管理 施策(15)

戦略2 地域内における人材育成と新たなしごとづくりの促進
◇ 小国郷医療福祉あんしんネットワークによる取組み
や地域包括支援センターによる支援

施策(3) 観光・サービス業の持続的成長

基本目標4 誰一人取り残されず、安心して暮らし続けられる町をつくる

◇

◇

㈱SMO南小国(以下「SMO」)等と連携した地域・観光
資源の発掘、磨き上げ、情報発信の強化
多言語対応、キャッシュレス決済導入支援、バリアフ
リー化等を進め、観光客の受入環境を向上

生活のあらゆる場面で、できる限り不安や不便さを感じることなく暮らしていくために、
ハード・ソフト両面で必要な対策を講じていく

戦略5

施策(12) 交通弱者対策の推進 施策(13)
医療・介護・福祉の連携による包括的なケア
の推進

◇

◇
◇

啓発を通じて町民の意識を高め、開発行為をいち早
く察知・共有し、景観条例等により適切に対処
あか牛周年放牧、野焼き負担軽減による草原維持
「日本で最も美しい村」づくりに向けた活動

◇

◇

経済的支援、交流活性化、営農団体の組織等により
農林業への新規就労と事業者の負担軽減を促進
各種ウェブサイト、体験型観光メニューとしての展
開、ふるさと納税等を通じたPRとマーケティング

◇

◇

小学生の放課後の居場所の確保が困難な家庭を支
援する仕組みの創設
子育て世代包括支援センターの設置・運営

◇

◇

高齢者の健康づくりにつながる地域住民の交流機
会づくりを支援
ボランティア等支え合い活動の担い手を育成

施策(1) 里山の自然・景観・文化の保全 施策(2) 農林業の課題克服と競争力強化

基本目標1 雇用を守り、増やし、創り出すとともに、次世代を担う人材を育て活かす

基本目標3
一人一人の個性・人生に応じた希望をかなえやすい環境をつくり、皆が誇りを持って活躍
できる地域社会を実現する

戦略1 築いてきた美しい里山の自然・景観・文化を守りつつ現在地域にあるしごとの稼ぐ力を高める

戦略4
だれもが充実した人生を過ごせるよう、希望をかなえるチャンスを創出するともに、
実現を阻むハードルを最小化する

施策(11)
自立支援、健康づくりの推進と
生涯現役社会の実現

施策(10) 結婚・妊娠・出産・子育ての希望を叶える

前半5年間(2020-2024年度)の主な取組み
(まち・ひと・しごと創生総合戦略)
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戦略3 つながりが生まれ育つ環境を整備し、新たな人やお金の流れを地域の維持・発展の原動力に

施策(16) 防災・減災体制の強化

◇
◇
◇

学習用コンピュ-タ-導入を進め教育ICT環境を向上
故郷を愛する心を育成する教育を展開
老朽化が進む学校関連施設の改築・更新

◇ 起業等希望者への補助金やSMOと連携した、関係
者とのマッチング、事業計画の磨き上げ支援、未来
づくり拠点MOGの運営等の支援メニュー提供により
地域内における起業・新事業展開を促進

◇

◇

中湯田・赤迫線(瓜上・矢田原線)をはじめとする7路
線の道路改良
水道・下水道の基幹管路の耐震化、長寿命化

◇

◇
◇

ICT等先進技術を本町に適した形で導入するための
調査・研究⇒ロードマップを作成
ロードマップに基づき導入推進
ドローンの利活用促進

施策(17) 情報発信・相談支援体制の充実

◇ 国土強靭化地域計画に基づき地域社会や行政機能
を強靭化

◇

◇

自動車の運転ができない高齢者や障がい者のタク
シー利用費の助成
移動販売を継続しながら、より良い買物支援制度を
検討

施策(4) のびのびと学べる環境の整備 施策(5) 新たな挑戦を育てる

施策(14) 生活を支えるインフラの整備及び管理 施策(15)

戦略2 地域内における人材育成と新たなしごとづくりの促進
◇ 小国郷医療福祉あんしんネットワークによる取組み
や地域包括支援センターによる支援

施策(3) 観光・サービス業の持続的成長

基本目標4 誰一人取り残されず、安心して暮らし続けられる町をつくる

◇

◇

㈱SMO南小国(以下「SMO」)等と連携した地域・観光
資源の発掘、磨き上げ、情報発信の強化
多言語対応、キャッシュレス決済導入支援、バリアフ
リー化等を進め、観光客の受入環境を向上

生活のあらゆる場面で、できる限り不安や不便さを感じることなく暮らしていくために、
ハード・ソフト両面で必要な対策を講じていく

戦略5

施策(12) 交通弱者対策の推進 施策(13)
医療・介護・福祉の連携による包括的なケア
の推進

◇

◇
◇

啓発を通じて町民の意識を高め、開発行為をいち早
く察知・共有し、景観条例等により適切に対処
あか牛周年放牧、野焼き負担軽減による草原維持
「日本で最も美しい村」づくりに向けた活動

◇

◇

経済的支援、交流活性化、営農団体の組織等により
農林業への新規就労と事業者の負担軽減を促進
各種ウェブサイト、体験型観光メニューとしての展
開、ふるさと納税等を通じたPRとマーケティング

◇

◇

小学生の放課後の居場所の確保が困難な家庭を支
援する仕組みの創設
子育て世代包括支援センターの設置・運営

◇

◇

高齢者の健康づくりにつながる地域住民の交流機
会づくりを支援
ボランティア等支え合い活動の担い手を育成

施策(1) 里山の自然・景観・文化の保全 施策(2) 農林業の課題克服と競争力強化

基本目標1 雇用を守り、増やし、創り出すとともに、次世代を担う人材を育て活かす

基本目標3
一人一人の個性・人生に応じた希望をかなえやすい環境をつくり、皆が誇りを持って活躍
できる地域社会を実現する

戦略1 築いてきた美しい里山の自然・景観・文化を守りつつ現在地域にあるしごとの稼ぐ力を高める

戦略4
だれもが充実した人生を過ごせるよう、希望をかなえるチャンスを創出するともに、
実現を阻むハードルを最小化する

施策(11)
自立支援、健康づくりの推進と
生涯現役社会の実現

施策(10) 結婚・妊娠・出産・子育ての希望を叶える

前半5年間(2020-2024年度)の主な取組み
(まち・ひと・しごと創生総合戦略)
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　　　南小国町役場　職員配置（R2 年 4 月現在）

課・局長 審議員 係長 係員

80 9 13 13 45

議会事務局 河本孝博

会計室 松岡　洋 山村真樹 岩本知薫
（税務課長兼務）

総務課 安藤勝郎
栗原康宏

総務係 井　雄太 穴井建成

財政係 岩下翔司 城戸雨音

本田洋茂 管財係 （本田審議員兼務） 石松和晃

まちづくり課 佐藤　徹
赤崎慶彦

（県からの出向）
企画商工

観光係 穴井幸太郎
河津一也 齊藤智衣

高藤郁弥 室原知正

武田啓二 広報情報係 北里加奈 佐藤健介 後藤　亘

河津慶彦（県庁出向）

鞭馬隆善（デザインセンター出向）

町民課 朝日康博 河津頼子

戸籍住民係 利光幸太 手嶋翔平 中尾勇斗

保健衛生係 （河津審議員兼務）
古庄美由紀 山本恵理菜 田中　諄

髙野さつき 玉目令華

福祉課 下城孝浩

穴井孝幸
福祉係 佐藤潤一 浦志航世 堀　巧真

保育児童係 （穴井審議員兼務） 鎗水百衣 林　知佳

日隈みゆき 市原保育園 椎名さゆり 後藤綾子 深田　恵

中原保育園 佐藤亜希子 玉目健悟 清高朋香

河津裕子 黒川保育園 （河津審議員兼務） 梅木千夏 石橋　澪

税務課 松岡　洋
（会計管理者兼務） 日隈　徹

税務係 橋本哲典 河津直樹 佐藤誉将

徴収係 室原孝平 下城達彦

地籍係 （日隈審議員兼務） 吉田大輔

農林課 本田圭一郎 髙村竜二
農政係 麻生孝哉 佐藤　亮 井　薫

林務係 井野寛之 井野秀成

建設課 北里能蔵
平野　賢 土木係 （平野審議員兼務）

加賀誠也 西小路将太

杉　裕太 江　学哉

穴井康治 水道住宅係 （穴井審議員兼務） 西山秀樹 築地直也 大塚　駆

教育委員会
事務局 宮﨑智博

佐藤　淳 社会教育係 （佐藤審議員兼務）

志賀美彩代 学校教育係 （志賀審議員兼務） 田北雅昭 冨永龍太郎
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○
新
入
団
員

第
１
分
団
２
部

　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

竜
太

第
２
分
団
２
部

　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

啓
太

第
２
分
団
５
部

　
　
　
　
　
　
　

久
綱　

憲
太

第
３
分
団
９
部

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

将
太

○
昇
格
団
員
（
分
団
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・
副
分
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長
）

機
動
分
団　
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団
長　
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政
弥

○
昇
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団
員
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動
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理

　
　
　
　

班
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穴
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康
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第
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分
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佐
藤　

新
一
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班
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第
１
分
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部

　
　
　
　

部
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宅
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正
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班
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翔
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第
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大
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第
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寛
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史
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４
部

　
　
　
　

部
長　

河
津　

徹

　
　
　
　

班
長　

穴
井　

雄
治

第
２
分
団
６
部

　
　
　
　

部
長　

梅
木　

幸
誠

　
　
　
　

班
長　

鞭
馬　

博
幸

第
２
分
団
７
部

　
　
　
　

部
長　

武
田　

哲
治

　
　
　
　

班
長　

河
津　

徳
一

第
３
分
団
１
部

　
　
　
　

部
長　

佐
藤　

豊
和

　
　
　
　

班
長　

河
津　

充
輝

第
３
分
団
３
部

　
　
　
　

部
長　

佐
藤　

隆
博

　
　
　
　

班
長　

佐
藤　

誠

第
３
分
団
８
部

　
　
　
　

部
長　

丸
埜　

泰
裕

　
　
　
　

班
長　

後
藤　

浩
一
郎

第
３
分
団
９
部

　
　
　
　

部
長　

北
里　

貴
司

　
　
　
　

班
長　

井
野　

康
成

○
機
能
別
団
員

第
３
分
団

　
　
　
　
　
　
　

井　
　

明
宏

○
退
職
団
員

第
１
分
団
１
部

　
　
　
　

団
員　

太
田　
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昭

第
１
分
団
２
部　
　

　
　
　
　

団
員　

山
崎　

健
人

　
　
　
　

団
員　

俵　
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也

第
２
分
団
２
部

　
　
　
　

部
長　

毛
利　

一
博

　
　
　
　

団
員　

佐
藤　

洸
一
郎

第
２
分
団
６
部

　
　
　
　

部
長　

城
塚　

九
州
男

第
２
分
団
７
部

　
　
　
　

部
長　

河
津　

剛
成

　
　
　
　

団
員　

渡
辺　

勇
磨

第
３
分
団
４
部　

　
　
　
　

団
員　

井　
　

和
弘

第
３
分
団
９
部

　
　
　
　

部
長　

三
嶋　

智
明

令
和
２
年
度　

消
防
団
員
異
動
（
敬
称
略
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
が
収
束
す
る
こ
と
な

く
、南
小
国
町
民
の
み
な
ら
ず
、

全
て
の
国
民
が
不
安
な
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
16
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
合

が
、
当
初
の
対
象
で
あ
る
東
京

や
大
阪
な
ど
７
都
府
県
か
ら
そ

の
他
の
地
域
に
人
が
流
出
し
て

感
染
が
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
。

期
間
は
５
月
６
日
ま
で
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
、
不
安
な
暮
ら
し

を
し
て
い
る
時
、
人
権
を
侵
害

す
る
言
動
が
各
地
で
起
き
て
い

ま
す
。
私
は
、
絶
対
許
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
な
例
を
示
し
ま
す
。

４
月
13
日
に
毎
日
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
で
す
。

　

京
都
産
業
大
学
の
学
生
を
中

心
に
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染

者
集
団
）
が
発
生
し
て
か
ら
京

都
産
業
大
関
係
者
へ
の
差
別
が

相
次
い
で
い
る
。
学
生
が
ア
ル

バ
イ
ト
先
か
ら
出
勤
を
断
ら
れ

た
り
、
職
員
の
家
族
や
子
ど
も

が
出
勤
や
登
園
を
断
ら
れ
た
り

す
る
ケ
ー
ス
も
、
大
学
へ
の
脅

迫
電
話
な
ど
も
続
き
、
担
当
者

は
「『
京
産
大
』
と
い
う
だ
け

で
感
染
し
て
い
な
い
学
生
・
職

員
や
家
族
に
も
影
響
が
出
て
い

る
。」
と
苦
悩
す
る
。

　

京
産
大
生
の
ま
と
ま
っ
た
感

染
が
判
明
し
た
の
は
、
３
月
26

日
～
29
日
。
欧
州
を
３
月
上
中

旬
に
旅
行
し
て
帰
国
し
た
学
生

３
人
が
感
染
し
た
が
、
判
明
す

る
前
に
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
の
懇

親
会
に
参
加
し
感
染
が
拡
大
し

た
学
生
が
陽
性
と
確
認
さ
れ
る

前
に
京
都
府
井
手
町
職
員
と
の

交
流
会
に
参
加
し
た
町
職
員
か

ら
家
族
に
も
広
ま
る
な
ど
し
て

４
月
８
日
ま
で
に
全
国
で
70
人

以
上
が
感
染
し
た
。

　

報
道
に
よ
る
と
必
死
に
患
者

を
守
っ
て
い
る
病
院
勤
務
者
の

家
族
に
対
し
て
も
差
別
的
な
言

動
が
あ
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。　

　
　
　
　
　

　

今
の
気
持
ち
を
作
文
に
し
、

私
の
と
こ
ろ
に
読
ん
で
下
さ

い
。
と
持
っ
て
来
て
く
れ
た
小

学
生
が
い
ま
す
。
市
原
小
６
年

生
の
志
賀
も
も
え
さ
ん
で
す
。

書
い
た
の
は
、
３
月
で
す
。
紹

介
し
ま
す
。

「
学
校
が
休
み
、
今
考
え
る
こ

と
」

　
市
原
小
学
校
　
６
年

　
　
　
　
　
志
賀
　
も
も
え
　

　

私
は
、
学
校
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
休
み
に
な
り
、
家
で
勉

強
を
し
て
い
ま
す
。「
休
み
に

な
っ
て
う
れ
し
い
。
た
く
さ
ん

遊
べ
る
。」
と
思
っ
て
い
る
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
遊
べ
る
休
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
違
う
学
校
の
人
た
ち
に

は
、
春
休
み
ま
で
休
み
の
人
も

い
ま
す
。
す
ぐ
新
学
期
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
変
え

に
な
っ
て
、
新
学
期
を
む
か
え

る
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
悲
し

い
と
思
い
ま
す
。
仲
良
し
だ
っ

た
人
と
ク
ラ
ス
が
違
っ
た
り
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
、

今
後
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
け

ど
、
感
染
症
拡
大
が
な
い
よ
う

に
た
く
さ
ん
の
行
事
が
な
く

な
っ
た
。
５
年
生
最
後
の
授
業

参
観
も
な
く
な
っ
た
。
こ
の
一

年
、
成
長
し
た
と
こ
ろ
を
母
に

見
せ
た
か
っ
た
の
に
、
私
が
６

年
生
だ
っ
た
ら
す
ご
く
泣
い
て

い
た
だ
ろ
う
。

　

今
、
地
球
に
住
ん
で
い
る
人

た
ち
が
こ
の
病
気
と
闘
っ
て
い

る
。
私
が
こ
の
病
気
に
な
ら
な

い
と
は
言
え
な
い
。
で
も
こ
の

病
気
に
な
っ
た
家
族
の
人
た
ち

が
、
何
か
差
別
的
な
こ
と
を
言

わ
れ
る
の
は
お
か
し
い
。
私
は

思
う
。
な
り
た
く
て
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
か
ら
。

真
実
を
伝
え
る

　

こ
れ
ま
で
人
権
教
育
で
は
、

真
実
を
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
き
ま
し
た
。
予
断
や
偏
見

で
物
事
を
判
断
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
今
、
み
ん
な
が
困
っ
て

い
た
り
、
不
安
に
思
っ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
の
真
実
は
、
誰
も
わ

か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

立
ち
向
か
う
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

広
報
５
月
号
が
各
家
庭
に
届

く
頃
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
収
束
し
て
い
る
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

193

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
力
を
合
わ
せ
緊
急
事
態
に
対
応

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

9
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軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の

納
付
は
６
月
１
日（
月
）ま
で
に

軽
自
動
車
税

　

役
場
か
ら
５
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付

し
ま
す
。
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
車
検
証
の
交
付
を

受
け
る
と
き
は
「
軽
自
動
車
税
納
税
証
明

書（
継
続
車
検
用
）」が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
納
税
証
明
書
の
発
行
方
法
】

◎
口
座
振
替
で
納
税
す
る
場
合

　

町
で
納
付
確
認
後
に
発
送
作
業
を
行

い
、
６
月
末
日
ま
で
に
軽
自
動
車
税
納
税

証
明
書
（
継
続
車
検
用
）
を
送
付
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
車
検

用
）
が
届
く
ま
で
の
間
（
６
月
中
）
に
車

検
を
受
け
る
場
合
は
、
納
付
確
認
後
に
役

場
税
務
課
窓
口
で
納
税
証
明
書
を
交
付
し

ま
す
。

◎
納
付
書
で
納
税
す
る
場
合

　

納
付
書
に
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
継
続
検
査
用
）
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

納
税
後
に
、
領
収
印
が
押
さ
れ
た
も
の

は
納
税
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
の

で
車
検
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て
】

　

身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
の
人

で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
な
ど
１
台
の
税
金
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
専
ら
身
体
障
害

者
な
ど
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
構
造
の
軽

自
動
車
な
ど
（
車
椅
子
に
乗
っ
た
ま
ま
の

状
態
で
使
用
す
る
昇
降
装
置
を
装
着
す
る

な
ど
特
別
仕
様
に
よ
り
製
造
さ
れ
た
も
の

で
、車
検
証
な
ど
で
確
認
が
と
れ
る
も
の
）

も
対
象
と
な
り
ま
す
。
減
免
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
役
場
税
務
課
ま
で
減
免
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

６
月
１
日（
月
）

※
納
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
提
出
書
類

・
減
免
申
請
書
・
身
体
障
害
者
手
帳

・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
・
印
鑑

■
そ
の
他

・
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
の
で
昨
年
、
減

免
を
受
け
た
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
と
、
普

通
自
動
車
税
は
減
免
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税

　

熊
本
県
か
ら
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

を
５
月
初
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
各
広
域
本

部
・
地
域
振
興
局
、
自
動
車
税
事
務
所
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
自
動
車
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

県
北
広
域
本
部
収
税
課

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
１
６

国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
次
の
表
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

■
資
産
割
廃
止

　

税
負
担
の
公
平
性
な
ど
の
観
点
か
ら
、

固
定
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し

て
課
税
さ
れ
て
い
た
資
産
割
額
を
廃
止

し
、
課
税
方
式
を
現
在
の
４
方
式
（
所
得

割
額
・
資
産
割
額
・
均
等
割
額
・
平
等
割

額
）
か
ら
、
３
方
式
（
所
得
割
額
・
均
等

割
額
・
平
等
割
額
）
へ
変
更
し
ま
す
。

■
課
税
限
度
額
及
び
軽
減
判
定
所
得
額
の

改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
税
の
課
税
限
度
額
及
び
一
定
所
得
以

下
世
帯
に
対
す
る
軽
減
判
定
所
得
額
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

令和２年度　国民健康保険税 税率表

区　分
医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分

令和元年度
〈改正前〉

令和２年度
〈改正後〉

令和元年度
〈改正前〉

令和２年度
〈改正後〉

令和元年度
〈改正前〉

令和２年度
〈改正後〉

所得割 7.50% 7.50% 2.00% 2.00% 1.50% 1.50%

資産割 35.00% 廃止（0%） 9.00% 廃止（0%） 0% 廃止（0%）

均等割 23,000円 23,000円 6,000円 6,000円 11,000円 11,000円

平等割 27,000円 27,000円 7,000円 7,000円 0円 0円

課税限度額 610,000円 630,000円 190,000円 190,000円 160,000円 170,000円

令和２年度
国民健康保険税 軽減判定所得基準表

区　分 軽減判定所得額
7割軽減 33万円以下の世帯

5割軽減

33万円 ＋ 28万5千円 ×（被
保険者数 ＋ 特定同一世帯所
属者数）以下の世帯
※前年度28万円

2割軽減

33万円 ＋ 52万円 ×（被保険
者数 ＋ 特定同一世帯所属者
数）以下の世帯
※前年度51万円

広報きよら 2020.5
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■
国
民
年
金
の
種
類
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

が
加
入
す
る
も
の
で
、
老
齢
・
障
害
・
死

亡
に
よ
り
「
基
礎
年
金
」
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、「
第
1
号
被
保
険
者
」

「
第
2
号
被
保
険
者
」「
第
3
号
被
保
険
者
」

と
3
つ
の
種
類
が
あ
り
、
ど
の
制
度
に
加

入
す
る
か
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
め
方
が

異
な
り
ま
す
。

第
1
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
農
業
・
自
営
業
等
に
従
事
す

る
方
、
学
生
、
無
職
の
方
な
ど

【
保
険
料
納
付
方
法
】
納
付
書
に
よ
る
納

付
な
ど
、
自
分
で
納
め
ま
す
。（
納
め
ら

れ
な
い
と
き
は
、
免
除
や
納
付
猶
予
の
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。）

第
2
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
を
受

け
て
い
る
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
で
あ
れ

ば
、
自
動
的
に
国
民
年
金
に
も
加
入
し
ま

す
。（
た
だ
し
、
65
歳
以
上
で
老
齢
年
金

を
受
け
る
方
を
除
き
ま
す
。）

【
保
険
料
の
納
付
方
法
】 

国
民
年
金
保
険

料
は
厚
生
年
金
保
険
料
に
含
ま
れ
ま
す
の

で
、
厚
生
年
金
を
か
け
る
方
は
自
動
的
に

国
民
年
金
に
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
厚
生
・
共
済
各
制
度
が
、
国
民
年
金

制
度
に
基
礎
年
金
拠
出
金
を
交
付
し
ま

す
。
保
険
料
は
、
勤
務
先
で
納
付
（
給
料

か
ら
の
天
引
き
）
し
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
第
2
号
被
保
険
者
の
配
偶
者

で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
を
い
い
ま

す
。
た
だ
し
、
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円

以
上
で
健
康
保
険
の
扶
養
と
な
れ
な
い
方

は
第
3
号
被
保
険
者
と
は
な
ら
ず
、
第
1

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
料
の
納
付
方
法
】
自
己
負
担
は
な

く
、
配
偶
者
が
加
入
す
る
年
金
制
度
が
一

括
負
担
し
ま
す
。

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

令和２年度　月別納付税目一覧表　　　（注）○の印が納める月です。

軽自動車税 固定資産税
町県民税 国民健康保険税 納付期限

（口座振替日）納付書・口座 年金差引き 納付書・口座 年金差引き

４月 ○ ○
５月 ○全期 ○１期 ６月１日
６月 ○１期 ○ ○１期 ○ ６月３０日
７月 ○２期 ○２期 ７月３１日
８月 ○２期 ○ ○３期 ○ ８月３１日
９月 ○３期 ○４期 ９月３０日

１０月 ○３期 ○ ○５期 ○ １１月２日
１１月 ○４期 ○６期 １１月３０日
１２月 ○４期 ○ ○７期 ○ １２月２５日

１月 ○８期 ２月１日
２月 ○ ○９期 ○ ３月１日
３月 ○10期 ３月３１日
※町県民税の給与天引き（特別徴収）は６月分～翌５月分までの 12 回で納めることになります。
　納付期限は翌月の 10 日です。

「
出
張
年
金
相
談
」
の

一
時
取
り
や
め
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
月
１
回

開
催
さ
れ
て
い
る
出
張
年
金
相
談
を
一
時
取

り
や
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
熊
本
東
年
金
事
務
所
内
で
の
年
金

相
談
は
規
模
を
縮
小
し
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
書
類
等
の
提
出
は
で
き
る
だ
け
郵
送
で

お
願
い
し
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

「
熊
本
東
年
金
事
務
所
」

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３
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熊
本
県
調
理
師
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

●
試
験
期
日

10
月
10
日（
土
）

13
時
半
～
15
時
半
ま
で

●
試
験
場
所

公
立
大
学
法
人
熊
本
県
立
大
学

●
受
験
資
格

１
、
学
歴

　

学
校
教
育
法
第
57
条
に
規
定
す
る
者

（
高
等
学
校
の
入
学
資
格
を
有
す
る
者
）

２
、
調
理
実
務
経
験

　

調
理
師
法
施
行
規
則
第
４
条
に
定
め

る
次
の
施
設
に
お
い
て
、
週
４
日
以
上

か
つ
１
日
６
時
間
以
上
の
勤
務
で
、
２

年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
者

①
飲
食
店
営
業

②
魚
介
類
販
売
業

③
そ
う
ざ
い
製
造
業

④
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
等
の
給
食
施

設
（
１
回
20
食
以
上
ま
た
は
１
日
50
食

以
上
）

●
受
験
手
数
料

６
，
２
０
０
円

●
受
験
願
書
の
配
布

　

５
月
11
日（
月
）か
ら
６
月
５
日（
金
）

ま
で
、
熊
本
県
各
保
健
所
や
熊
本
県
健

康
づ
く
り
推
進
課
等
で
配
布

※
土
日
祝
日
は
除
く

●
受
験
願
書
等
提
出
期
限

　

５
月
11
日（
月
）か
ら
６
月
５
日（
金
）

ま
で

※
当
日
消
印
有
効

●
受
験
願
書
等
提
出
先

　

公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン

タ
ー　

調
理
師
試
験
担
当

☎
０
３（
３
６
６
７
）１
８
１
５

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

対
策
に
つ
い
て
（
４
月
23
日
現
在
）

　

風
邪
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
と
同
様
の
、
感
染
症
対
策
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

▼
咳
や
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
で
口
と
鼻
を

覆
っ
た
り
、
マ
ス
ク
を
正
し
く
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
ま
め
に
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

▼
定
期
的
に
窓
を
開
け
、
換
気
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

▼
毎
朝
熱
を
測
定
す
る
な
ど
し
、
健
康

観
察
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
咳
や
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
時
に

は
、
無
理
を
せ
ず
休
み
ま
し
ょ
う
。

▼
３
つ
の
「
密
」
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間

・
多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所

・
間
近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場

所

　

以
下
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
方
は
、

事
前
に
阿
蘇
保
健
所
（
帰
国
者
・
接
触

者
相
談
セ
ン
タ
ー
）
へ
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

①
風
邪
の
症
状
や
37
・
５
℃
以
上
の
発

熱
が
４
日
以
上
続
い
て
い
る
（
解
熱

剤
を
飲
み
続
け
て
い
る
状
況
を
含

む
）

※
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
等
の
あ
る
方
、

妊
婦
の
方
は
、
症
状
が
２
日
程
度
続

く
場
合
は
早
め
に
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

②
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息
苦
し

さ
（
呼
吸
困
難
）
が
あ
る

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ク

ラ
ス
タ
ー
の
一
員
に
該
当
す
る

※
症
状
の
有
無
や
接
触
し
た
日
か
ら
の

経
過
日
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

感
染
が
疑
わ
れ
る
方
の
診
察
は
、
専

門
の
「
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
」
で
行

い
ま
す
。
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
の
受

診
は
、
阿
蘇
保
健
所
（
帰
国
者
・
接
触

者
相
談
セ
ン
タ
ー
）
へ
の
事
前
連
絡
が

必
ず
必
要
で
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

連絡先 時間帯

熊本県阿蘇保健所
　☎０９６７（２４）９０３０

平日及び休日の９時～１９時
※急を要する場合は時間外も対応可能

熊本県健康危機管理課
　☎０９６（３３３）２２５６ 平日及び休日の９時～１９時

厚生労働省の電話相談
　☎０１２０（５６５６）５３ 平日及び休日の９時～２１時
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会　計　名

国 民 健 康 保 険

水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

特定地域生活排水処理事業

公 共 下 水 道 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

合　　　計

予算額

6億5,530万円

2億899万円

3,007万円

6億2,799万円

1,478万円

1億7,402万円

5,938万円

17億7,053万円

収入額

6億900万円

1億3,324万円

1,115万円

5億1,859万円

905万円

5,478万円

5,626万円

13億9,207万円

収入率

92.9％

63.8％

37.1％

82.6％

61.2％

31.5％

94.7％

78.6％

執行率

91.7％

89.2％

82.1％

87.0％

71.1％

92.5％

87.1％

89.3％

執行額

6億67万円

1億8,641万円

2,470万円

5億4,625万円

1,051万円

1億6,105万円

5,170万円

15億8,129万円

《　特　別　会　計　》

支出済額　３４億１，９３７万円 収入済額　４１億８，６５９万円

予算総額　４８億７，９５９万円

㻝 㻠 㻣 㻠 㻝 㻠 㻞 㻞 㻠 㻢 㻢 㻝㻢

൨ 厒 厒 厒 厒 厒 ൨ ൨ ൨ ൨ ൨ ൨

㻜 㻠 㻢 㻣 㻣 㻜 㻜 㻜 㻠 㻝 㻤 㻥

㻝㻟 厒 㻞 㻟 㻡 㻢 㻜 厒 厒 厒 厒 厒 厒

൨ 㻝 㻡 㻥 㻜 㻣 㻜 㻣 㻤 㻣 㻡 㻞 㻤

㻠 㻝 㻣      㻠 㻟 㻟 㻟 㻞 㻟

厒 ൨ 㻡 㻢      㻢 㻢 㻝 㻢 㻝 㻟

㻠 㻝  厒

㻔 㻣 㻔 㻣 㻔 㻔 㻔      

㻠 厒  㻢 㻢㻢 厒 㻝㻜㻜 厒 㻢㻜 㻝㻞 㻝㻢      

㻡 㻝 㻔 㻟 䞉 㻢 䞉 㻤 䞉 䞉 䞉 㻔 㻔 㻔 㻔 㻔 㻔

 㻜 㻥㻝 㻢 㻣 㻟 㻜 㻞 㻣 㻥 㻣 㻡㻞 㻝㻝㻜 㻝㻜㻜 㻥㻢 㻝㻜㻝

 㻥 䞉  䠂 㻥 䠂 㻜 䠂 䠂 䠂 䞉 䞉 䞉 䞉 䞉 䞉

 㻢  咂  咂  咂 咂 咂 㻠 㻤 㻥 㻜 㻝 㻝

 䠂   㻝 䠂 䠂 䠂 䠂 䠂 䠂

咂 ൨ 咂 咂 咂 咂 咂 咂

㻟

厒 㻞

㻣 ൨

㻠 㻟

㻢 㻤 厒

൨  㻥

㻤  㻤

厒 㻡 㻡 㻥 㻟

㻟 ൨ ൨  ൨ 㻟

㻥 㻠 㻜 㻠  㻢 ൨ 㻠

㻣 厒 厒 ൨ 㻟 厒 㻥 ൨

 㻟 㻞 㻡 ൨ 㻤 厒 㻜

 㻣 㻢 厒 㻤 㻟 㻝 㻠 厒

㻠 㻠 㻡 厒 ൨ 㻞 㻞 㻟

  㻥 㻟 㻝  㻤 㻝

  㻣 㻥 厒 㻞   㻣 㻢

 㻤 㻢 ൨   ൨

  㻠 㻤  㻝

 㻤 厒 厒

 㻡 㻡 㻣

 㻜 㻟 ൨

㻟 㻢 㻝

  厒

 㻝 㻝  㻜

൨ ൨ 㻜

㻟 㻞 㻜

厒 厒 

㻣 㻟 

㻤 㻡 㻟 㻟 㻟 㻞 㻞 㻞 㻝 㻞 㻞 㻤

൨ ൨ ൨ ൨ ൨ ൨ ൨ ൨ ൨ 㻞 㻞 厒

㻤 㻜 㻢 㻠 㻜 㻜 㻢 㻤 㻞  㻡  㻣 㻣

厒 厒 厒 厒 厒 厒 厒 厒 厒  厒  厒 㻤 㻝㻢

㻣 㻤 㻡 㻝 㻣 㻟 㻞 㻠 㻣 㻟 㻢 㻥 ൨

㻜 㻥 㻣 㻥 㻞 㻞 㻥 㻠 㻤 㻟 㻡  㻝 㻣

㻠 㻡 㻣 㻟 㻡 㻤 㻡 㻞 㻢 㻠 㻤  㻜 厒 厒

            㻡 㻥

            㻜 㻞

㻔 㻔 㻔 㻔 㻔 㻔 㻔 㻔 㻔 㻔 㻔 㻔 㻜 㻡

㻢㻢 㻣㻠 㻢㻣 㻢㻤 㻢㻣 㻡㻞 㻤㻟 㻥㻥 㻥㻟 㻠㻟 㻤㻣 㻜  

䞉 䞉 䞉 䞉 䞉 䞉 䞉 䞉 䞉 䞉 䞉 䞉  

㻜 㻠 㻟 㻜 㻠 㻥 㻝 㻤 㻞 㻟 㻝 㻜

䠂 䠂 䠂 䠂 䠂 䠂 䠂 䠂 䠂 䠂 䠂 䠂

咂 咂 咂 咂 咂 咂 咂 咂 咂 咂 咂 咂

ᆅ
᪉
ᾘ
㈝
⛯



㔠

ᆅ
᪉
ㆡ

⛯

ᆅ
᪉


⛯

ᐤ
㝃
㔠

┴
ᨭ
ฟ
㔠

⧞
㉺
㔠

ᅜ
ᗜ
ᨭ
ฟ
㔠

⏫
⛯

ㅖ

ධ

ศ
ᢸ
㔠
ཬ
䜃

㈇
ᢸ
㔠

⏫
മ

䛭
䛾


ண
ഛ
㈝

⥲
ົ
㈝

⅏
ᐖ

ᪧ
㈝

Ẹ
⏕
㈝

㎰
ᯘ
Ỉ
⏘
ᴗ

㈝ ၟ
ᕤ
㈝

㆟

㈝

㻡㻢

ᩍ
⫱
㈝

ᅵ
ᮌ
㈝

බ
മ
㈝

⾨
⏕
㈝

ᾘ
㜵
㈝

予
算
額
に
対
す
る
収
入
額
（
％
は
収
入
率
）

予
算
額
に
対
す
る
執
行
額
（
％
は
執
行
率
）

令
和
元
年
度
（
下
半
期
）
の
財
政
状
況

13
広報きよら 2020.5



新
分
署
長
就
任

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
で
北
部
分
署

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
安
藤
洋
一
で

す
。
小
国
地
域
の
皆
様
の
生
命
・
身
体
・

財
産
な
ど
を
災
害
か
ら
守
る
と
い
う
立
場

と
し
て
改
め
て
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動

が
自
粛
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
毎
年

の
よ
う
に
日
本
各
地
で
発
生
す
る
風
水
害

な
ど
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い

る
実
情
を
踏
ま
え
地
域
防
災
の
要
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
南
小
国
町
消
防
団
を
は
じ

め
関
係
機
関
と
協
力
の
上
、
管
内
の
安
心

安
全
を
頑
固
た
る
も
の
と
す
る
べ
く
、
北

部
分
署
職
員
一
丸
と
な
っ
て
職
務
に
邁
進

し
ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
ず
は
略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま

し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

北
部
分
署
関
係
定
期
異
動

・
定
年
退
職

　

分
署
長　

川
崎　

直
幸

・
異
動
し
た
職
員

　

消
防
本
部　

　
　
　
　

・
志
賀　

主
麻

　

中
部
消
防
署

　
　
　
　

・
和
田　

増
朗

　
　
　
　

・
木
村　

彰
宏

　
　
　
　

・
穴
井　

健
文

　

南
部
分
署

　
　
　
　

・
江
藤　

功
裕

　

産
山
波
野
分
駐
署

　
　
　
　

・
宮
川　

将
一　
　

　
　
　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！

・
異
動
し
て
き
た
職
員

　

分
署
長　

安
藤　

洋
一

　

消
防
１
課

　
　
　
　

・
高
日　

春
幸

　
　
　
　

・
新
家　

陽
平

　

消
防
２
課

　
　
　
　

・
穴
井　

吉
近

　
　
　
　

・
荒
井　

良
至

　
　
　
　

・
大
塚　

達

　
　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

悪
質
商
法
の
被
害
に遭

わ
な
い
た
め
に
　

〈
悪
質
業
者
の
主
な
手
口
〉

点
検
商
法

　

無
料
点
検
を
装
っ
て
訪
問
し
「
水
道
管

の
中
が
錆
び
て
い
る
」
な
ど
と
ウ
ソ
を

言
っ
て
、
必
要
の
な
い
工
事
を
施
工
し
た

り
す
る
手
口
。

送
り
付
け
商
法

　

健
康
食
品
等
を
一
方
的
に
送
り
付
け
て

購
入
さ
せ
る
手
口
。

催
眠
商
法（
Ｓ
Ｆ
商
法
）

　

日
用
雑
貨
品
を
格
安
に
販
売
す
る
な
ど

と
宣
伝
を
し
、
民
家
や
仮
設
店
舗
に
客
を

集
め
、
雑
貨
品
を
無
料
で
配
る
な
ど
し
た

後
、
高
額
な
健
康
器
具
や
布
団
等
を
売
り

つ
け
る
手
口
。

　

う
ま
い
話
、
絶
対
儲

か
る
話
に
は
、
必
ず
落

と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
で
判
断
せ
ず
に
、
家
族
や
相
談
機

関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

利
殖
勧
誘
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が

多
発
し
て
い
ま
す
！
　

　

未
公
開
株
や
社
債
、
商
品
相
場
、
外
国

通
貨
、事
業
等
へ
の
出
資
や
投
資
話
な
ど
、

儲
け
話
に
関
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
被

害
が
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

利
殖
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
契
約
金

額
、
既
に
支
払
っ
た
金
額
と
も
に
高
額
で

あ
り
、
当
事
者
は
高
齢
者
が
多
く
、
深
刻

な
状
況
で
す
。

※
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
※

・
安
易
な
儲
け
話
は
キ
ッ
パ
リ
と

断
る

・
公
的
機
関
を
名
乗
る
儲
け
話
は

詐
欺

・
買
い
取
り
が
実
行
さ
れ
る
こ
と

は
ま
ず
な
い

・
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に

相
談
す
る

　

金
融
商
品
の
購
入
に
は
必
ず
リ
ス
ク
が

伴
う
も
の
。「
絶
対
に
儲
か
る
」「
確
実
な

商
品
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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木
々
も
す
っ
か
り
芽
吹
き
、
新
緑
の
葉
が

茂
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
小
中
学

校
は
休
校
と
な
り
、
年
度
始
め
の
行
事
な
ど

が
中
止
や
延
期
に
な
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
方
々
に
も
不
安
な

日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
は
、
皆
さ
ん
と
楽
し

い
活
動
を
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
活
動
を
始
め
る
こ
と

が
出
来
ず
、
児
童
・
保
護
者
な
ら
び
に
指

導
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
て
お
り
ま
す
。
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
は
お
か
げ
さ
ま

で
、
今
年
で
発
足
19
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
を
は
じ
め
関
係
者
の

皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
15
の
ク
ラ
ブ
が
活
動

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
前
年
度
と
同
じ
ク
ラ

ブ
に
加
入
す
る
の
も
い
い
で
す
し
、
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
り
、
複
数
の
ク
ラ
ブ

に
加
入
し
て
も
楽
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
見
学
か
ら
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
自

分
に
合
う
ク
ラ
ブ
を
探
し
て
く
だ
さ
い
！

　

恒
例
の
全
体
会
は
、現
在
の
と
こ
ろ
未
定

で
す
が
、日
程
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。是
非
、ご
参
加
く
だ
さ
い
！
今
年
度
も

元
気
な
わ
く
わ
く
会
員
と
の
出
会
い
、共
に
活

動
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

　

随
時
、追
加
加
入
の
募
集
も
し
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
教
育
委
員
会（
わ
く
わ
く
ク
ラ

ブ
事
務
局
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！
。

　

南
小
国
町
の
子
供
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

体
験
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局

■
問
い
合
わ
せ　

☎（
４
２
）０
０
４
７

南
小
国
町
教
育
委
員
会
　
き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

☆
希
望
☆

　

四
月
九
日
は
本
校
の

第
七
十
四
回
入
学
式
で

し
た
。
今
年
の
入
学
式

は
、
三
月
に
実
施
し
ま

し
た
卒
業
式
同
様
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
に
、
出
席
者
を
限
定

し
た
形
で
行
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
席

者
は
限
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
新
入
生
と

そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
方
に
と
っ
て
は
、

大
切
な
成
長
の
節
目
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
本
校
の
三
年
生
・
二

年
生
と
と
も
に
全
職
員
で
精
一
杯
の
準
備

を
し
、
当
日
の
式
を
挙
行
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
入
生
は
十
八
名
。
人
数
は
少

な
く
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
輝
く
素
敵

な
生
徒
た
ち
で
す
。
中
学
校
で
の
三
年
間

は
、
き
っ
と
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い

く
は
ず
で
す
が
、本
校
で
過
ご
す
時
間
が
、

充
実
し
た
成
長
の
機
会
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
し
、
全
力
で
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
入
学
式
の
前

日（
八
日
）は
、
本
校
の
就
任
式
と
始
業
式

で
し
た
。
３
月
を
臨
時
休
校
と
し
て
い
た

た
め
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
生
徒
ら
は

溢
れ
る
ほ
ど
の
笑
顔
で
会
話
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
学
校
は
、
生
徒

が
い
て
こ
そ
の
場
所
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
た
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
就
任
式
で
は
八
名
の
新

戦
力
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
に
豊
か
な
実
践
を
重
ね
て
き
た
職

員
で
す
が
、
中
に
は
今
年
大
学
を
卒
業
し

た
ば
か
り
と
い
う
職
員
も
い
ま
す
。
そ
う

い
う
全
員
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
こ
の
南

中
で
の
新
た
な
出
会
い
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
。

生
徒
と
と
も
に
そ
の

ご
家
庭
の
皆
さ
ん
や

地
域
の
方
々
と
の
出

会
い
も
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
職
員
一
同

あ
ら
た
め
て
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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４
月
８
日（
水
）の
午
前
に
令
和
２
年
度

の
新
任
式
と
始
業
式
、
午
後
か
ら
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
末
か
ら
の
休

校
で
久
し
ぶ
り
の
登
校
と
な
り
、
生
徒
た

ち
は
互
い
顔
を
合
わ
せ
て
学
校
再
開
を
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
新
任
式
で
６
人
の
先
生

方
を
小
国
高
校
に
迎
え
る
と
と
も
に
、
続

く
始
業
式
で
は
ク
ラ
ス
担
任
・
学
年
部
職

員
の
紹
介
が
あ
り
、
２
・
３
年
生
が
新
た

な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
小

国
郷
と
日
田
市
か
ら
59
人
の
新
入
生
を
迎

え
ま
し
た
。
例
年
と
は
異
な
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
と
感

染
拡
大
防
止
の

た
め
、
時
間
を

短
縮
し
て
、
入

学
生
と
そ
の
保

護
者
、
並
び
に

職
員
の
み
で
の

式
と
な
り
ま
し

た
が
、
新
入
生

は
凛
と
し
た
姿

勢
で
式
に
臨
み

ま
し
た
。「
高
校
で
の
３
年
間
で
多
く
の

こ
と
を
経
験
し
、
勉
学
だ
け
で
な
く
、
心

の
偏
差
値
の
高
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
校
長
式
辞
が
あ
り
、
小
国
高
生
と
し
て

の
新
生
活
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
教
育
活
動
や
、
学
校
生
活
の

制
限
も
あ
る
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、

「
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
今
年
1
年
が
充
実

し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
生
徒
・
職
員
が

一
丸
と
な
り
、
小
国
高
校
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。

　

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校
長

　

西　

雅
子　
　

　

今
年
も
花
々
が
ひ
と
と
き
に
咲
き
そ
ろ

い
、
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
長
く
休
校
に
し
て
い
ま
す
が
、
登

校
日
の
折
、
児
童
生
徒
が
登
校
の
声
が
聞

こ
え
る
と
、
職
員
は
も
と
よ
り
校
舎
ま
で

も
が
生
き
生
き
と
輝
く
よ
う
な
気
が
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
小
国
支
援
学
校
は
、
久

し
ぶ
り
に
小
学
１
年
生
の
入
学
も
あ
り
、

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
合
わ
せ
て
44

人
と
過
去
最
多
の
在
籍
数
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
皆
様
の
本
校
教
育
へ
の
信
頼

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
職
員
の
専
門
性
向

上
の
み
な
ら
ず
阿
蘇
圏
域
の
特
別
支
援
教

育
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
と
し
て
、
巡
回
相

談
等
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
外
部
か
ら
の
来
訪
を
控
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
行
事
の
開
催
も

未
定
の
状
況
で
す
が
、
終
息
い
た
し
ま
し

た
ら
、
教
育
相
談
等
支
援
の
必
要
な
子
供

た
ち
や
保
護
者
の
皆
様
に
、
気
軽
に
相
談

い
た
だ
け
る
場
と
し
て
の
周
知
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
校
教
育
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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道路や歩道への枝の張り出しや倒木により、歩行者や自動車等の通行に支障となる場合が

あります。歩行者及び自動車等の通行や、強風や大雨時の安全確保のため、樹木の管理に御

協力をお願いいたします。 

また、緊急の場合は、道路管理者が、道路通行の支障となる竹木や枝などを予告なく伐採・

撤去することがありますので、御理解願います。 

道路法面への植栽は、視界を遮ったり冬期の日当たりの障害となり路面凍結等につながり

日常生活の支障となりますので、無断植栽は止めて下さい。 

なお、樹木の倒木等が原因で歩行者や自動車等に損害が発生した場合、被害者から、 

樹木所有者の管理責任を問われることがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路上に張り出している樹木・竹林伐採のお願い 

民法第717 条 土地の工作物の占用者及び所有者の責任 

１．土地の工作物の設置又は保存に瑕疵があることによって他人に損害を生じたときは、その工作物の占有者

は、被害者に対してその損害を賠償する責任を負う。ただし、占有者が損害の発生を防止するのに必要な注意を

したときは、所有者がその損害を賠償しなければならない。 

２．前項の規定は、竹木の栽植又は支持に瑕疵がある場合について準用する。 

３．前二項の場合において、損害の原因について他にその責任を負う者があるときは、占有者又は所有者は、そ

の者に対して求償権を行使することができる。 

道路を安全に通行するため、一定の幅、一定の高さの

範囲内に通行の障害となるものを設けてはならない区域

として建築限界が定められておりますので、建築限界に

はみ出した（図上の通行障害部の）樹木等の伐採にご協

力お願いします。 

 

●支障となる例 

1 道路・歩道へ樹木・竹林等が張り出している。 

2 枯れ木・竹、折れ木・竹等により通行障害がある。

（または、その恐れがある）  

3 竹林の繁茂による通行障害がある。（または、その

恐れがある）  

4 雑草が道路上に伸び通行障害がある。見通しが悪

い。  

問い合わせ先 

熊本県阿蘇地域振興局 土木部 維持管理調整課  電話 ０９６７－２２－１１１９ 

南小国町役場 建設課 土木係          電話 ０９６７－４２－１１１４ 
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広報きよら 2020.5



南小国町役場 新規採用職員紹介
田た

な
か中

　
諄し

ゅ
ん　

20
歳

【
町
民
課　

保
健
衛
生
係
】

４
月
か
ら
南
小
国
町
で
一
人
暮
ら

し
を
し
な
が
ら
役
場
の
職
員
と
し

て
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

引
っ
越
し
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
く
、

慣
れ
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
業
務
を
丁
寧

に
こ
な
し
、
仕

事
を
通
じ
て

成
長
で
き
る

よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

大お
お
つ
か塚

　
駆か

け
る　

18
歳

【
建
設
課　

水
道
住
宅
係
】

今
年
の
３
月
に
小
国
高
校
を
卒
業
し
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
地
元
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
恩

返
し
が
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
職
務

を
全
う
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
趣
味
は
読

書
と
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
で
す
。

今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

岩い
わ
も
と本

知と
も
か薫　

18
歳

【
会
計
室
】

音
楽
を
聴
く
の
が
好
き
で
Ｋ-

Ｐ
Ｏ

Ｐ
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
す
。
わ
か
ら

な
い
事
だ
ら
け
で
ミ
ス
も
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
協
調
性
を
大
切
に
意
欲

的
に
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
！
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

古ふ
る
し
ょ
う庄

美み

ゆ

き
由
紀　
35
歳

【
町
民
課　

保
健
衛
生
係
】

町
民
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
保

健
師
の
古
庄
で
す
。
大
分
県
竹
田

市
の
出
身
で
す
。
町
民
の
み
な
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
で
き
る

よ
う
精
一
杯
頑

張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

冨と
み
な
が永

龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎　
30
歳

【
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係
】

一
昨
年
よ
り
教
育
委
員
会
で
嘱
託

職
員
と
し
て
勤
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
4
月
よ
り
職
員
と
し
て
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
新
た
な
気
持
ち

と
覚
悟
を
持
っ
て
、
町
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ

う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

林は
や
し
だ田

和か
ず
や也　

昨
年
10
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
き
よ
ら
カ
ァ
サ
で

農
薬
と
化
学
肥
料
を
使
っ
て
い

な
い
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま

す
。
協
力
隊
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
も
取
り

組
ん
で
い

き
ま
す
。

よ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
す
。

當と
う
ぼ
う房

こ
ず
枝え　

長
野
県
で
家
具
作
り
の
仕
事
を
し
て
い

て
、
熊
本
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
黒
川
温
泉
入
湯

手
形
や
森
林
資
源
活
用
の
取
り
組
み
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

得
意
な
家
具
は

ち
ゃ
ぶ
台
で
す
。

三み
ま
す舛

正ま
さ
ゆ
き順　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
三
舛
で
す
。

私
は
普
段
、
木
材
振
興
拠
点
フ
ァ

ブ
ラ
ボ
に
お
り
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル

工
作
機
器
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
大
型

機
械
を
用
い
た
組
み
立
て
式
の
小

屋
の
設
計
、
製

作
、
組
み
立

て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
し
て

い
ま
す
。

地域おこし協力隊の
ご紹介
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

　

小
国
公
立
病
院
の
近
く
の
薬
局
は

何
軒
あ
り
ま
す
か
？

　

こ
の
問
い
に
多
く
の
住
民
の
方
は

二
軒
と
言
わ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

実
際
に
外
来
を
受
診
し
て
、
車
を

止
め
た
ま
ま
歩
い
て
行
け
る
調
剤
薬

局
は
二
軒
で
す
。

　

し
か
し
実
は
小
国
公
立
病
院
の
1

階
に
も
薬
局
（
薬
剤
部
）
は
あ
り
ま

す
。

　

な
ぜ
住
民
の
方
に
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
理
由
は
一
般
の
方
の
処
方
せ

ん
を
受
け
付
け
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

病
院
の
薬
局
（
薬
剤
部
）
の
仕
事

は
入
院
さ
れ
て
い
る
方
の
お
薬
を
作

る
事
が
メ
イ
ン
で
す
。

　

医
師
の
処
方
せ
ん
に
基
づ
き
、
入

院
さ
れ
て
い
る
方
の
飲
み
薬
や
貼
り

薬
、
塗
り
薬
、
目
薬
や
注
射
な
ど
を

病
棟
に
渡
す
仕
事
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
小
児
科
の
予
防
接
種
の
ワ

ク
チ
ン
を
小
児
科
に
渡
し
た
り
、
医

師
が
入
力
す
る
電
子
カ
ル
テ
の
薬
の

マ
ス
タ
の
管
理
な
ど
を
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
仕
事
を
今
ま
で
は
薬
剤

師
一
人
で
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

の
二
月
か
ら
常
勤
の
薬
剤
師
が
二
人

体
制
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

二
人
体
制
に
な
り
、
さ
ら
に
病
院

の
薬
局
の
仕
事
は
幅
が
広
が
り
ま
し

た
。

　

従
来
の
業
務
に
加
え
、
病
棟
活
動

を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
の
指
示
の
も
と
、
患
者
様
の
病

室
を
訪
問
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

内
服
薬
や
注
射
な
ど
の
薬
の
説
明
を

行
な
っ
た
上
で
、
副
作
用
が
出
て
い

な
い
か
の
確
認
、
効
果
の
確
認
、
ア

レ
ル
ギ
ー
等
の
有
無
、
ま
た
お
薬
の

保
管
・
管
理
に
つ
い
て
な
ど
、
お
薬

に
つ
い
て
の
話
を
色
々
と
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
全
て
の
患
者
様
の
お
部

屋
を
訪
室
で
き
る
ほ
ど
活
動
は
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
薬
剤
師
と

し
て
入
院
さ
れ
て
い
る
方
に
少
し
で

も
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

住
民
の
方
々
に
と
っ
て
身
近
で
、

相
談
し
や
す
い
薬
剤
師
を
目
指
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
も
し
薬
剤
師

が
病
室
へ
来
た
際
は
お
気
軽
に
話
し

て
頂
け
れ
ば
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

小
国
公
立
病
院　
　
　
　
　
　

薬
剤
部　

宮
﨑
里
美

小
国
公
立
病
院
薬
剤
部
の
仕
事
に
つ
い
て

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
に
つ
い
て

　

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保

全
等
に
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り

組
む
農
業
者
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま

す
。

○
支
援
対
象
者
要
件

①
主
作
物
に
つ
い
て
販
売
す
る
こ
と
を

目
的
に
生
産
を
行
っ
て
い
る
こ
と

②
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
実
施
し
て
い
る

こ
と

③
環
境
保
全
型
農
業
の
取
組
を
広
げ
る

活
動
に
取
り
組
む
こ
と

○
支
援
の
内
容

　

化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
の
使
用

を
県
の
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
原
則
５
割
以

上
低
減
す
る
取
組
と
合
わ
せ
て
行
う
以

下
の
対
象
取
組
に
対
し
て
支
援

　

有
機
農
業
、
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ

　

冬
季
湛
水
管
理
な
ど

○
支
援
の
単
価

　

10
ａ
あ
た
り
８
百
円
～
１
万
２
千
円

取
組
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

事
業
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
31

日
ま
で
に
農
林
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎（
４
２
）１
１
１
４
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４４２回市（４月２３日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 218（本売）
10～13㎝ 365（本売） 340（本売） 316（本売）
14～16㎝ 10,690円 9,890円 7,000円
18～22㎝ 10,610円 8,890円 6,600円
24～28㎝ 12,360円 9,500円 9,000円
30㎝上 10,500円 9,500円 9,000円

3ｍ

4～9㎝ 140（本売）
10～13㎝ 257（本売）
14～16㎝ 11,000 円 10,000円 6,590円
18～22㎝ 10,810円 9,600円 5,890円
24～28㎝ 10,700 円 8,000 円 5,800円
30㎝上

6ｍ
16～22㎝ 16,000円 14,000 円
24～28㎝

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 12,700 円 11,380円 7,700円
18～22㎝ 13,600 円 12,900円 6,600円
24～28㎝ 14,500円 6,110円
30～36㎝

3ｍ
14～16㎝ 9,100円 5,500円
18～22㎝ 7,300円 5,500円
24～28㎝ 7,700円 5,500 円

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,057.291 8,379,402 7,925
桧 52.155 473,566 9,079
杉、桧 107.257 698,054 6,508

計 1,216.703 9,551,022 7,850

４
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

４
月
の
新
刊
図
書
を
紹
介
し
ま
す
！

　

令
和
２
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
町
の
図
書
室
も
閉
鎖
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
終
息
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

４
月
は
、
14
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。
図
書
室
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
町
の
図
書
室
に
お
越
し
下
さ
い
！

〈
新
刊
図
書
〉

①
治
癒
魔
法
の
間
違
っ
た
使
い
方

　
　

―
戦
場
を
駆
け
る
回
復
要
員
―
12

②
も
う
い
ち
ど
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

③
暴
虎
の
牙

④
地
面
師
た
ち

⑤
吃
音　

伝
え
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ

⑥
悪
役
令
嬢
後
宮
物
語
８

⑦
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
コ
ミ
ッ
ク
版
世
界
の
伝
記
）

⑧
ク
ス
ノ
キ
の
番
人

⑨
な
ん
で
僕
に
聞
く
ん
だ
ろ
う

⑩
ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ

⑪
流
浪
の
月

⑫
カ
ラ
コ
ロ
ビ
タ
ン
！
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
作
る
か
ら
く
り
装
置

⑬
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学

　
　

世
界
一
の
先
生
が
教
え
る
超
お
も
し
ろ
い
理
科

⑭
草
花
た
ち
の
静
か
な
誓
い
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
関
連
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
の
電
話

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
各
保
健
所
の
相
談
窓
口
は

「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
、
相
談
内
容
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
、
そ
の
方
へ
適
切
な
診
察

を
行
う
「
帰
国
者
・
接
触
者
外

来
」
へ
の
受
診
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。
次
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
ま
ず
は
お
住
ま
い
の
保
健

所
の
相
談
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

・
風
邪
の
症
状
や
37
・
5
℃
以

上
の
発
熱
が
4
日
以
上
続
い

て
い
る
（
解
熱
剤
を
飲
み
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

を
含
み
ま
す
）

※
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
等
の
あ

る
方
は
、
上
の
状
態
が
２
日

程
度
続
く
場
合（
妊
婦
の
方

も
念
の
た
め
高
齢
者
や
基
礎

疾
患
な
ど
が
あ
る
方
と
同
様
）

・
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や

息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
が

あ
る

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
濃
厚
接
触
者
ま
た
は
ク

ラ
ス
タ
ー
の
一
員
に
該
当
す

る
方
（
症
状
の
有
無
や
接
触

し
た
日
か
ら
の
経
過
日
数
は

問
い
ま
せ
ん
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
そ
の
他
の
情
報
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
相
談
窓
口
（
帰
国
者
・
接
触

者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

阿
蘇
保
健
所

☎
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
０

・
開
設
時
間

　

９
時
～
19
時

※
時
間
外
は
、
転
送
電
話
に
よ

り
対
応
し
ま
す
。

中
小
企
業・
小
規
模
事
業
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
、

ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
対
象

と
し
て
、
九
州
経
済
産
業
局
の

ほ
か
、
県
内
で
も
相
談
窓
口
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

売
上
減
少
な
ど
が
生
じ
て
い
る

県
内
中
小
企
業
は
、
県
の
融
資

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
商
工
振
興
金
融
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
１
４

住
宅
宿
泊
事
業
者

　

観
光
庁
に
お
い
て
、
感
染
症

な
ど
を
起
因
と
し
た
外
国
人
観

光
客
の
減
少
な
ど
、
経
営
環
境

の
変
化
に
直
面
し
て
い
る
宿
泊

事
業
者
向
け
の
特
別
相
談
窓
口

が
九
州
運
輸
局
内
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
九
州

運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

九
州
運
輸
局
観
光
部
観
光
企
画
課

☎
０
９
２（
４
７
２
）２
３
３
０

ひ
と
り
親
家
庭
支
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
に
よ
り
、
お
困
り
の

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
々
に
対
す

る
相
談
窓
口
な
ど
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

谷
の
風
気
ま
ゝ
に
泳
ぎ
鯉
幟　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

髪
刈
っ
て
貰
え
ば
蝶
も
舞
い
遊
ぶ　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

霜
晴
れ
の
湯
気
立
つ
棚
田
日
和
か
な　
　
　

橋
本　

ヤ
チ

蠟
梅
の
密
か
に
庭
を
な
ご
ま
せ
る　
　
　
　

橋
本　

ヤ
チ

春
炬
燵
ゆ
が
み
し
文
字
を
見
せ
合
う
て　
　

佐
藤
須
磨
子

笑
わ
せ
る
夫つ

ま

の
髪
刈
る
庭
に
蝶　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

青
空
や
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
風
荒
し　
　
　
　

日
隈　

初
美

500
ｇ
も
ら
う
山
葵
に
レ
シ
ピ
付
き　
　
　
　

日
隈　

初
美

春
寒
や
積
も
る
火よ

な
山
灰
踏
む
朝
の
径　
　
　

北
里　

典
子

寄
り
あ
い
て
咲
き
て
貝
母
に
蝶
ま
ぎ
れ　
　

北
里　

典
子

祖
母
植
え
し
石
楠
花
の
色
濃
く
な
り
き　
　

河
津　

ス
ヤ

校
庭
に
子
等
見
え
ず
し
て
桜
咲
く　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
み
せ
び
ら
か
し
て
孫
の
靴　

北　
　

千
鶴

薫
風
は
吾
の
髪
な
で
て
吾
の
畑
へ　
　
　
　

北　
　

千
鶴
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談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

①
熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉

協
議
会

☎
０
９
６（
３
３
１
）６
７
３
６

・
対
応
時
間

　

火
～
金
：
９
時
～
19
時

　

土
日
祝
：
９
時
～
17
時

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
協
議
会
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

②
阿
蘇
福
祉
事
務
所

（
阿
蘇
地
域
振
興
局
内
）

☎
０
９
６
７（
２
４
）９
０
３
４

特
別
労
働
相
談

　

熊
本
労
働
局
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
主
や
労
働
者
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
相
談
に

対
応
す
る
特
別
労
働
相
談
窓
口

が
以
下
の
と
お
り
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
場
所

熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

室【
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

※
各
労
働
基
準
監
督
署
内
に
設

置
し
て
い
る
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
で
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

・
対
象

求
職
者
、労
働
者
、事
業
主
な
ど

・
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時

　
（
土
日
、
祝
日
除
く
）

☎
０
９
６（
３
５
２
）３
８
６
５

人
権
相
談

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
さ
れ
た
方
や
ご
家

族
、
職
場
の
方
や
知
人
の
方
な

ど
の
接
触
さ
れ
た
方
々
、
そ
の

他
の
関
係
者
の
方
々
に
対
し
、

不
確
か
な
情
報
に
基
づ
い
て
、

不
当
な
扱
い
や
、い
や
が
ら
せ
、

い
じ
め
、
誹
謗
・
中
傷
な
ど
を

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
連
し
て
人
権
侵
害

を
受
け
た
場
合
は
、
各
種
窓
口

で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
人
権
同
和
政
策
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
９
９

■
各
種
窓
口

①
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

（
人
権
相
談
）

☎
０
９
６（
３
８
４
）５
８
２
２

・
時
間
：
９
時
～
16
時

　
　
　
　
（
土
日
祝
除
く
）

②
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

・
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
日
祝
除
く
）

③
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

・
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
日
祝
除
く
）

④
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
９
０
）９
１
１

・
時
間
：
９
時
～
17
時

　
　
　
　
（
土
日
祝
除
く
）

令
和
２
年
度
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
年
齢
要
件
を
緩
和

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
特
定
不
妊
治

療
を
延
期
し
た
場
合
、
助
成
対

象
者
・
通
算
助
成
回
数
の
年
齢

要
件
を
以
下
の
と
お
り
緩
和
し

ま
す
。

○
助
成
対
象
者

　

初
回
治
療
開
始
日
の
妻
の
年

齢
が
44
歳
に
達
す
る
前
日
ま
で

の
夫
婦

○
通
算
助
成
回
数

　

初
回
助
成
時
の
治
療
開
始
日

の
妻
の
年
齢
が
41
歳
未
満
の
場

合
、
通
算
助
成
回
数
６
回

◎
詳
し
く
は
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
子
ど
も
未
来
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
０
９

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
熊
本
県
中
小
企
業
者

向
け
支
援
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
大
き
な
影

響
を
受
け
ら
れ
て
い
る
中
小
企

業
者
の
方
向
け
に
、
経
営
等
相

談
窓
口
や
各
種
融
資
・
補
助
制

度
、
雇
用
関
係
の
助
成
金
な
ど

を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

順
次
、
内
容
を
更
新
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

【
熊
本
県　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス　

支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
】

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
商
工
政
策
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
１
３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
業
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
農
家
の
方
々
へ
の

直
接
的
な
営
農
相
談
や
農
業
情

報
の
提
供
が
困
難
な
状
況
で

す
。
県
で
は
、
農
業
情
報
サ
イ

ト
「
ア
グ
リ
く
ま
も
と
」
に
お

い
て
緊
急
情
報
を
は
じ
め
多
彩

な
技
術
情
報
、
今
話
題
の
ス

マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
営
農
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

メ
ル
マ
ガ
配
信
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
登
録
お
願
い

し
ま
す
。

（
ア
グ
リ
熊
本
Ｈ
Ｐ
）

■
問
い
合
わ
せ

県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
０

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習
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法
定
外
公
共
物
（
里
道
・
水

路
）
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

法
定
外
公
共
物
と
は
道
路
、

河
川
な
ど
の
公
共
物
の
う
ち
、

道
路
法
や
河
川
法
等
の
管
理

に
関
す
る
法
律
の
適
用
又
は
準

用
を
受
け
な
い
も
の
を
言
い
ま

す
。一
般
的
に
は
、里
道（
赤
線
）・

水
路
（
青
線
）
等
が
該
当
と
な

り
、
平
成
17
年
に
国
有
財
産
で

あ
っ
た
法
定
外
公
共
物
が
市
町

村
へ
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
財
産
管
理
は
町

が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
地
域
に
密
着
し

た
形
で
地
域
住
民
の
公
共
の
用

途
に
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

地
域
（
地
元
）
で
の
管
理
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
特
に
水
路

に
つ
い
て
は
水
害
等
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
も
定
期
的
な
維
持

管
理
作
業
・
点
検
の
重
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
き
引
き
続
き
、

適
切
な
維
持
管
理
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
延
期

の
お
知
ら
せ

　

６
月
９
日
（
火
）、
10
日
（
水
）

に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
狂
犬

病
の
予
防
注
射
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
実
施
を
延
期
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
実
施
可
能
な
体

制
が
整
い
ま
し
た
ら
、
改
め
て

町
内
放
送
等
で
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
相
談

セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も･

若
者

育
成
支
援
推
進
法
に
基
づ
き
、

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校

な
ど
の
社
会
参
加
や
社
会
的
自

立
に
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・

若
者
等
を
対
象
と
し
た
総
合

相
談
窓
口
で
す
。
従
来
の
縦
割

り
的
な
対
応
で
な
く
、
支
援
機

関
（
医
療･

就
労･

生
活･

学

校
等
）
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
ぐ

こ
と
に
よ
り
、
み
な
さ
ま
が
ワ
ン

ス
テ
ッ
プ
で
、
安
心
し
て
、
ご
相

談
出
来
る
と
こ
ろ
で
す
。
電
話
や

メ
ー
ル
で
も
ご
相
談
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
対
象

主
に
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
方
と

そ
の
ご
家
族
、
友
人
、
知
人
、

支
援
者　

等

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー

～
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｎ　

こ
こ
ん
～

☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

・
時
間　

８
時
30
分
～
21
時

　
（
月
～
金
ま
で
）

熊
本
県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー「
り
ん
ど
う
」開
設

　

熊
本
県
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

回
復
者
と
そ
の
御
家
族
の
相
談

及
び
支
援
を
目
的
に
、
一
般
社

団
法
人
熊
本
県
社
会
福
祉
士
会

に
委
託
し
て
、
令
和
２
年
４
月

１
日
に
「
り
ん
ど
う
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
11
月

に
回
復
者
ご
家
族
を
対
象
に
、

厚
生
労
働
省
が
創
設
し
た
補
償

金
制
度
の
受
付
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
開
所
日
時

　

９
時
～
16
時

　
（
土
、
日
、
祝
祭
日
は
休
業
）

☎
０
９
６（
３
６
５
）７
６
０
６

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://kum
arindou-csw.com

/

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
し
た

時
は
、
次
の
医
療
機
関
を
受
診

で
き
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
受
診
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

①
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

③
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

熊
本
県
内
の
す
べ
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警

器
）
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
今
年
の
６
月
で
９
年
を
迎
え

ま
し
た
。
九
州
各
県
の
消
防
本

部
で
は
、
６
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
、
九
州
一
斉
に
住
警
器

の
普
及
・
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
の
必
要
な
寝
室
や
階
段

等
に
ま
だ
設
置
が
お
済
で
な
い

場
合
や
電
池
切
れ
等
の
サ
イ
ン

が
出
て
い
る
場
合
は
、
す
み
や

か
に
設
置
又
は
交
換
を
し
ま

し
ょ
う
。
住
警
器
は
少
な
い
投

資
で
あ
な
た
の
生
命
・
財
産
を

守
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
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集
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病院名 電話番号 当番科目

5/17(日)
～6/7(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科・整形外科

5/17(日) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科・消化器内科（胃腸内科）・外科

24(日) 一の宮整形外科 ☎22-3911 整形外科

31(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科・小児科

6/7(日) 脇胃腸科 ☎32-2500 消化器科・胃腸科
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詳
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
６
７（
３
４
）０
１
１
９

ド
ロ
ー
ン
手
形
ム
ー
ビ
ー
＆

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

南
小
国
町
観
光
協
会
の
主
催

で
令
和
元
年
９
月
１
日
か
ら
令

和
２
年
１
月
31
日
を
応
募
期

間
と
し
た
ド
ロ
ー
ン
手
形
ム
ー

ビ
ー
＆
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
動
画
部
門
で

20
作
品
、
写
真
部
門
で
24
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
が

両
部
門
で
１
点
ず
つ
、
優
秀
賞

が
動
画
部
門
で
２
点
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
写
真
部
門
の
最
優
秀

賞
受
賞
者
の
作
品
が
本
広
報
誌

の
表
紙
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受

賞
作
品
に
つ
い
て
は
文
末
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://dronetegata.com
/

drone-photo-contest/

「
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
」の
世
界
文

化
遺
産
国
内
暫
定
一
覧
表
追

加
に
向
け
た
提
案
書
を
提
出

　

令
和
２
年
３
月
26
日
、
熊
本

県
と
阿
蘇
郡
市
７
市
町
村
は
、

「
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
‐
巨
大
な
カ

ル
デ
ラ
火
山
を
極
限
ま
で
利
用

し
た
文
化
的
景
観
‐
」
を
、
世

界
文
化
遺
産
国
内
暫
定
一
覧
表

へ
追
加
す
べ
き
候
補
と
し
て
、

文
化
庁
に
対
し
て
共
同
提
案
し

ま
し
た
。
平
成
19
年
９
月
27
日

に
提
案
書
を
提
出
し
て
以
来
、

約
12
年
ぶ
り
の
提
出
と
な
り
ま

す
。
提
案
書
は
蒲
島
県
知
事
、

阿
蘇
郡
市
世
界
文
化
遺
産
登
録

推
進
協
議
会
会
長
の
佐
藤
阿
蘇

市
長
、
阿
蘇
市
町
村
会
会
長
の

草
村
高
森
町
長
が
阿
蘇
郡
市
代

表
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。
提

案
書
に
は
景
観
保
全
の
取
組
み

や
前
回
提
出
時
に
文
化
庁
か
ら

課
さ
れ
た
課
題
へ
の
対
応
、
今

年
１
月
16
日
に
県
と
阿
蘇
郡
市

７
市
町
村
で
「
阿
蘇
」
の
景
観

を
守
る
宣
言
を
行
っ
た
こ
と
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
提
案
書
提
出

●「
阿
蘇
」の
景
観
を
守
る
宣
言

　

提
案
書
及
び
宣
言
の
詳
細
内

容
及
び
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
取

組
内
容
な
ど
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。

●
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://w
w
w.pref.kum

am
oto.

jp/kiji_31971.htm
l

https://w
w
w.pref.kum

am
oto.

jp/kiji_31831.htm
l

定
期
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

５
月
15
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所　

役
場　

会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

福
嶌　

龍
徳　
様　

坂
の
下

（
故
）キ
ヌ　
　

様　
　
　
　

（
４
月
14
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

高
野　

敬
一　
様　

陣　

内

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

手
紙
が
渡
せ
な
い

か
ら
っ
て
、謝
ら
な

　く
て
い
い
の
よ
！

手
紙
が
渡
せ
な
い

か
ら
っ
て
、謝
ら
な

　く
て
い
い
の
よ
！

電
話
で

充
分
よ
!!

電
話
で

充
分
よ
!!

こ
う
な
った
ら
…

こ
う
な
った
ら
…

母
→
母
→

父
→
父
→

で
き
た
!!

で
き
た
!!

し
ま
っ
た
、
外
出

自
粛
中
だ
っ
た

　
　
ん
ラ
ヨ…

し
ま
っ
た
、
外
出

自
粛
中
だ
っ
た

　
　
ん
ラ
ヨ…

さ
っ
そ
く
渡
し
に

行
く
ん
ラ
ヨ
！

さ
っ
そ
く
渡
し
に

行
く
ん
ラ
ヨ
！

　
も
う
す
ぐ

母
の
日
だ
か
ら

手
紙
を

書
く
ん
ラ
ヨ…

　
も
う
す
ぐ

母
の
日
だ
か
ら

手
紙
を

書
く
ん
ラ
ヨ…

 

自
分
勝
手
に

出
歩
く
わ
け
に
は

い
か
な
い
ラ
ヨ
ね…

 

自
分
勝
手
に

出
歩
く
わ
け
に
は

い
か
な
い
ラ
ヨ
ね…

は
は
は
はて

　が
み

て

　が
み

かか

ひひ

て
が
み

て
が
み

で
ん
わ

で
ん
わ

じ
ゅ
う
ぶ
ん

じ
ゅ
う
ぶ
ん

わ
た
わ
た

あ
や
ま

あ
や
ま

わ
た
わ
た

いい

が
い
し
ゅ
つ

が
い
し
ゅ
つ

じ
し
ゅ
く
ち
ゅ
う

じ
し
ゅ
く
ち
ゅ
う

じ
ぶ
ん

じ
ぶ
ん

で
あ
る

で
あ
る

か
っ
て

か
っ
て

お
知
ら
せ
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集
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5/
11月

12 火

13 水 乳児健診　13：15～受付　おぐに町民センター

14 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

15 金 法律相談　13：30～　役場

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

消費生活相談日　9：00～16：00　役場
心配ごと相談・行政相談　10：00～

地域福祉センターりんどう荘
１歳６か月児健診　13：15～受付

おぐに町民センター

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

29 金

30 土

31 日

6/
1月

固定資産税　第１期　納期限
軽自動車税　全期分　納期限

2 火

3 水 乳児健診　13：15～受付　おぐに町民センター

4 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
３歳児健診　13：15～受付　おぐに町民センター

5 金

6 土

7 日

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

３
／
26
生　

藤と
う
ど
う堂　

桃も
も
こ子

ち
ゃ
ん

　
（
父
）乃
夫
宏･

（
母
）美
咲　

平　

瀬

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

４
／
２　

鞭
馬
　
君
子（
96
）湯
田
上

４
／
８　

佐
藤
小
代
子（
80
）田
ノ
原

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

５月・６月令和２年

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町の人口
（3月31日現在）

世帯数　1,781世
帯

（±０）〈－５〉
　男　　1,867人

（－８）〈－18〉
　女　　2,098人

（－18）〈－45〉
　計　　3,965人

（－26）〈－63〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

25
広報きよら 2020.5



4月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　（父）賢一さん

　（母）雅美さん

1 歳のお誕生日おめでとう！
可愛い笑顔いっぱいのりり
ちゃん♡これからたくさん
食べて大きくなってね☺

川口　莉  々ちゃん
りり りり おとおと はは

31.4.24生

鬼山
　（父）裕樹さん

　（母）美月さん

お誕生日おめでとう☺すく
すく元気に大きくなってく
れるね！これからもいろんな
成長を楽しみにしてるよ！

樋口　響琶 ちゃん

31.4.24生

赤馬場

BIRTHDAY
   H

A
PPY

　（父）聡さん

　（母）佳奈美さん

舶凪がいるだけで、毎日が
楽しくて仕方がありません。
これからもおてんば娘のま
ま元気いっぱい育ってね。

杉田　舶凪 ちゃん
はくはく なな

31.4.1生

満願寺

つ
く

南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報

 き
よ

ら
－
自
然
と
調
和
し
た
『
き
よ
ら
の
郷
』
づ
く
り
－

ǽ
ǽ
Ẉ
ẑ
Ẉ
ẑ
Ậ
ៈ
ẏ
Ắ
٥
ڒ
ᇋ
͢
Ỗ
Ӂ
Ỏ
Ể
ẛ
ị
Ẋ

№
6
7
8

編
集
･発
行
：
南
小
国
町
役
場
　
ま
ち
づ
く
り
課

〒
869-2492熊

本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143番

地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

教えて！省エネ
増
加
す
る

家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
白
書
２
０
１
３
」に
よ
る
と
、

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、

工
場
な
ど
の
産
業
用
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
事
務
所
・
商
店
や

家
庭
な
ど
の
民
生
部
門
と
、
自
動

車
な
ど
の
運
輸
部
分
で
の
増
加

が
大
き
く
、
全
体
と
し
て
増
加
し

て
い
ま
す
。
家
庭
部
門
は
、
石
油

シ
ョ
ッ
ク
前
の
１
９
７
３
年
か
ら

２
０
１
１
年
ま
で
の
間
に
、
2.4
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
を
進
め
て
い
る

の
は
主
に
二
酸
化
炭
素

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
は
、
石
油

や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃

焼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
い
、
大
気

中
に
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費

で
こ
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
上
昇

し
、
地
球
が
宇
宙
に
放
出
す
る
は

ず
の
熱
が
大
気
中
に
封
じ
込
め
ら

れ
る
温
室
効
果
が
進
み
、
地
球
が

温
暖
化
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、
地
球

規
模
で
の
気
温
上
昇
や
海
面
上
昇

な
ど
に
よ
り
、
食
料
供
給
や
居
住

環
境
な
ど
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
問

題
意
識
を
持
ち
、
省
エ
ネ
を
実
行

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
人
で

は
効
果
が
少
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、全
世
帯
で
省
エ
ネ
す
れ
ば
、

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
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